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―
―
60
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
お
気

持
ち
か
ら
。

中
田
英
幸
会
長
「
企
業
の

寿
命
は
30
年
と
言
わ
れ
た

が
、
そ
の
倍
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
大
し
た

も
の
と
感
じ
る
。
父
・
梅
次

郎
が
1
9
6
5
年
に
起
業
し

91
年
に
私
が
継
い
だ
が
、
当

時
の
景
気
の
良
さ
が
信
用
で

き
ず
投
資
話
し
を
断
っ
て
き

た
こ
と
と
、
素
晴
ら
し
い
社

員
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
良
か

っ
た
。
父
に
は
、
企
業
の
目

的
は
存
続
す
る
こ
と
で
あ

り
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は

そ
の
手
段
と
教
わ
っ
た
。
社

員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
を
守

り
続
け
る
こ
と
を
第
一
に
思

い
社
長
を
務
め
た
」

貴
之
社
長
「
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
会

社
を
起
こ
し
強
く
し
て
く
れ

た
祖
父
と
父
、
Ｏ
Ｂ
や
現
役

社
員
の
お
か
げ
。
日
本
製
鉄

グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、
素
晴

ら
し
い
取
引
先
に
恵
ま
れ
た

こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」

―
―
長
く
事
業
を
継
続
で

き
た
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

会
長
「
営
業
や
経
理
、
加

工
現
場
な
ど
、
社
員
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
り
、
そ

れ
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
会
社

を
運
営
し
て
い
く
と
い
う
意

識
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
か

っ
た
」

社
長
「
日
本
製
鉄
を
最
大

の
取
引
先
と
し
、
そ
の
要
望

に
真
面
目
に
応
え
て
き
た
こ

と
が
、
60
年
続
い
て
き
た
最

大
の
要
因
。
ま
た
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
よ
り
も
さ
ら
に
深
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
的
な
社
員
の
絆

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」

―
―
お
二
人
そ
れ
ぞ
れ
の

入
社
当
時
、
社
長
就
任
時
の

状
況
は
。

会
長
「
入
社
当
時
、
上
司

に
〝
月
間
販
売
量
が
1
0
0

0
㌧
を
超
え
た
ら
飲
み
に
連

れ
て
行
っ
て
や
る
〞
と
言
わ

れ
た
。
そ
れ
が
当
時
の
当
社

の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
社
長
就

任
後
は
、
2
0
0
0
年
に
利

益
が
2
0
0
万
ま
で
落
ち
込

み
、
60
歳
以
上
の
社
員
の
早

期
退
職
な
ど
で
、
翌
年
に
は

1
億
円
の
利
益
を
計
上
す
る

な
ど
厳
し
い
時
期
も
乗
り
越

え
て
き
た
」

社
長「
私
は
07
年
に
入
社
。

中
国
が
猛
烈
に
粗
鋼
生
産
を

増
や
し
て
き
た
時
で
、
そ
の

後
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ

ル
が
誕
生
し
、
日
本
で
も
高

炉
の
提
携
、統
合
が
起
き
た
。

鉄
の
価
格
も
急
騰
し
ハ
イ
テ

ン
鋼
も
急
増
と
大
き
な
変
化

が
生
じ
て
い
る
。
16
年
に
社

長
に
就
任
し
た
以
降
は
、
鉄

鋼
製
品
価
格
は
ほ
ぼ
上
昇
基

調
だ
っ
た
が
、
そ
の
前
に
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で

得
た
経
験
が
今
も
生
き
て
い

る
」―

―
転
換
点
と
な
っ
た
出

来
事
を
。

会
長
「
14
年
の
新
本
社
事

務
所
の
建
設
。
ま
た
、
99
年

に
当
社
の
ス
リ
ッ
タ
ー
機
能

を
移
し
て
、
現
日
鉄
物
産
と

共
同
で
現
日
鉄
物
産
名
古
屋

コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

た
こ
と
も
大
き
な
出
来
事
。

コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
業
界
全
体

が
設
備
過
剰
と
な
り
、
将
来

的
に
集
約
が
必
要
と
の
見
通

し
の
中
で
先
行
し
て
取
り
組

み
、
当
社
は
レ
ベ
ラ
ー
と
シ

ャ
ー
リ
ン
グ
で
シ
ー
ト
材
の

加
工
に
特
化
し
た
。
山
口
工

場
開
設
に
よ
る
鋼
管
製
造
開

始
も
重
要
な
施
策
と
な
っ

た
」―

―
お
二
人
が
目
指
し
た

三
和
実
業
の
姿
と
は
。

会
長
「
入
社
し
た
当
時
の

当
社
は
資
金
力
が
弱
点
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
私
が
社
長
に

就
任
し
て
か
ら
は
、
土
地
の

購
入
や
設
備
投
資
を
行
い
、

財
務
的
に
強
い
会
社
を
目
指

し
た
。
山
口
工
場
や
東
海
第

二
工
場
を
建
て
、
そ
の
集
大

成
が
50
周
年
で
の
新
本
社
事

務
所
建
設
と
な
っ
た
。強
い
、

打
た
れ
強
い
、
強
か
な
会
社

が
、
従
業
員
の
生
活
を
安
定

さ
せ
る
」

社
長
「
会
長
と
同
じ
く
強

い
会
社
に
し
た
い
と
思
う
。

社
員
が
働
き
た
い
と
思
う
会

社
と
い
う
こ
と
は
当
た
り
前

と
し
、
強
い
会
社
、
つ
ぶ
れ

な
い
会
社
に
す
る
べ
く
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
た
い
」

―
―
自
社
の
強
み
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
か
。

社
長「
創
業
時
か
ら
続
く
、

日
本
製
鉄
と
の
パ
イ
プ
の
太

さ
。
資
材
調
達
も
製
品
販
売

で
も
、
困
り
事
や
要
望
に
は

と
に
か
く
応
え
、
日
本
製
鉄

が
困
っ
た
時
に
相
談
し
て
も

ら
え
る
会
社
を
目
指
し
て
い

る
。
昨
年
に
は
、
日
本
製
鉄

の
Ｆ
ｅ
Ｌ
ｕ
ｃ
ｅ
（
フ
ェ
ル

ー
チ
ェ
）
を
本
社
事
務
所
の

内
装
材
に
活
用
し
、
拡
販
に

努
め
て
い
る
」

―
―
課
題
と
し
て
は
。

社
長
「
採
用
が
大
き
な
課

題
。
こ
の
地
区
は
、
自
動
車

や
鉄
鋼
の
大
手
メ
ー
カ
ー
が

多
数
あ
り
、
中
小
企
業
に
対

し
学
生
の
目
が
向
き
に
く
い

環
境
に
あ
る
。
そ
の
た
め
採

用
は
ま
だ
ま
だ
課
題
と
な

る
」―

―
22
年
に
は
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
制
も
導

入
し
た
。

社
長
「
Ｈ
Ｄ
会
社
の
下
に

三
和
実
業
と
芙
蓉
鋼
板
加
工

が
並
ぶ
形
と
な
っ
て
い
る

が
、
両
社
は
こ
れ
ま
で
代
表

者
が
同
じ
と
い
う
だ
け
で
、

資
本
関
係
も
な
く
ま
っ
た
く

の
別
会
社
だ
っ
た
。
そ
れ
が

Ｈ
Ｄ
化
に
よ
り
資
本
関
係

上
、
初
め
て
兄
弟
会
社
に
な

っ
た
。
い
つ
か
両
社
を
一
つ

の
会
社
に
統
合
す
る
こ
と
で

三
和
実
業
は
、
商
社
機
能
に

鋼
板
加
工
・
製
缶
機
能
が
あ

り
、
パ
イ
プ
も
製
造
で
き
る

会
社
と
な
る
。
Ｈ
Ｄ
化
は
総

合
力
を
よ
り
強
く
す
る
た
め

の
大
き
な
第
一
歩
に
な
っ
て

い
る
」

―
―
人
材
の
育
成
、
定
着

に
向
け
て
は
。

社
長
「
可
能
な
限
り
賃
上

げ
を
し
た
い
。
会
社
が
も
う

け
て
、
そ
の
分
を
給
与
の
増

額
や
福
利
厚
生
の
改
善
に
活

用
し
、
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
定
着
に
つ
な

げ
て
い
く
」

―
―
設
備
投
資
へ
の
考
え

方
を
。

社
長
「
設
備
が
全
体
的
に

古
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

後
の
更
新
期
に
本
当
に
必
要

な
設
備
を
リ
プ
レ
ー
ス
し
て

残
し
、
不
要
設
備
は
外
部
委

託
に
切
り
替
え
る
。
工
場
自

体
も
古
く
分
散
し
て
い
る
た

め
、
一
カ
所
に
集
約
で
き
れ

ば
理
想
だ
。
会
社
を
強
く
す

る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
、Ｍ
＆
Ａ
も
考
え
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
と
し
て
何
か
を
製

造
し
て
い
る
企
業
を
対
象
と

し
、
設
備
投
資
よ
り
も
重
視

し
て
い
く
」

―
―
今
後
の
70
年
、
1
0

0
年
に
向
け
て
。

社
長
「
今
よ
り
も
強
い
会

社
と
な
り
、
日
本
製
鉄
お
よ

び
取
引
先
さ
ま
に
と
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
会
社
を
目
指
し

て
い
く
。
後
進
を
育
成
し
て

い
く
た
め
の
教
育
に
も
重
点

的
に
取
り
組
み
、
特
に
私
を

支
え
る
存
在
と
な
る
、
番
頭

格
の
幹
部
育
成
に
努
め
て
い

く
」

（
安
江

芳
紀
）

製鉄資機材販売、鋼板加工販売などを手掛ける三和実業（本社＝愛知
県東海市）は4月1日、創業60周年を迎えた。あす5日には記念式典を開
催する。創業者の中田梅次郎氏が、日本製鉄との強い結び付きを軸に起
業し、同社への資材納入から発生品の鋼板販売、さらには加工、鋼管製
造など多様な機能を身に付け成長を遂げてきた。
同社の始まりは1965年4月。その立ち上げから日本製鉄との関わりが

深く、資材納入から事業を開始した後は、日本製鉄の強い信用を背景に、同
社の生産工程で生じる発生品の鋼板の販売に乗り出し、日本製鉄と需要
家双方のニーズを結びつけることで機能の拡充、売り上げの拡大を進め
てきた。
直近では、日本製鉄製のヘアライン調電気めっき鋼板「ＦｅＬｕｃｅ

（フェルーチェ）」を、本社事務所エントランスの壁材に採用。内装材と
しての拡販を進めている。
日本製鉄との強い結びつきの中で発展を遂げてきた三和実業は、今後

も「日本製鉄への協力」をベースに、鉄鋼製品の需要家などへの貢献を
図ることで、次の70年、100年を目指していく。その節目に際し、その
歴史を列記するとともに、二代目社長の中田英幸会長と三代目の中田貴
之社長に、これまでの振り返りと今後の展望を聞いた。

三
和
実
業
は
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
日
本

製
鉄
の
Ｎ
Ｓ
カ
ー
ボ
レ
ッ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
使
用

し
た
ベ
ー
リ
ン
グ
フ
ー
プ
の
製
造
販
売
を
4
月
か
ら
開

始
す
る
。自
社
使
用
分
に
つ
い
て
も
、
4
月
か
ら
順
次
、

切
り
替
え
て
い
く
。

同
社
で
は
、
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
行
え
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
は
限
ら
れ
て
い
る

が
、
取
引
先
各
社
に
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
も
ら

え
る
よ
う
説
明
し
、
流
通
全
体
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
既
に
数
社
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
名
称
に
つ
い
て
は
同
社
が
名
古
屋
を
拠
点
と

し
て
い
る
事
か
ら
、『
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
（
ド
ラ
ゴ
レ

ッ
ク
ス
＝
龍
王
）』と
し
た
＝
上
記
ロ
ゴ
。

三和実業沿革
1965年（昭和40年）
69年（昭和44年）
70年（昭和45年）

74年（昭和49年）
77年（昭和52年）

79年（昭和54年）
81年（昭和56年）

83年（昭和58年）
89年（平成元年）

91年（平成3年）

95年（平成7月）
96年（平成8年）
97年（平成9年）
2001年（平成13年）
05年（平成17年）

08年（平成20年）

14年（平成26年）

16年（平成28年）

22年（令和4年）

23年（令和5年）

4月
7月
4月

7月
7月
1月
2月
5月
11月
6月

2月
5月
9月
4月
5月

4月
7月

8月
4月

4月

4月

10月

5月

12月

1月

愛知県東海市で営業開始（資本金500万円）
芙蓉鋼板加工設立（東海市）
鉄鋼加工部門を分離独立し、三和機工株式会社を設立
三和機工東海工場を開設
資本金1000万円に増資
資本金1500万円に増資
大東鋼板工業設立（大阪）
東京営業所開設
東海金属加工設立（東海市）
大阪営業所開設
大東鋼板工業移転（大阪市大正区）
三和機工大阪工場開設（大阪市大正区）
九州営業所開設
資本金4500万円に増資
東海金属加工 三和機工内に移転
三和機工株式会社を吸収合併(資本金5512.5万円)
中田梅次郎 代表取締役会長に就任
中田英幸 代表取締役社長に就任
大阪工場を山口工場（山口県光市）へ移転
大東鋼板工業 三和実業大阪営業所内に移転
東海金属加工千葉営業所開設
東海第2工場開設（東海市）
東海金属加工業務引継（東京）

大東鋼板工業業務引継
SANWA MATERIAL(THAILAND)CO.,LTD.をタイ国
(Chonburi)に設立
愛知県東海市に本社新社屋開設
ロゴマーク変更
中田英幸 代表取締役会長に就任
中田貴之 代表取締役社長に就任
SNWホールディングス設立により
ホールディングス体制に
オザワ工業をグループ化

三和実業創業60周年三和実業創業60周年

中
田
英
幸
会
長

財
務
的
に
強
い
会
社
へ

愛知で製鉄資機材販売・鋼板加工販売愛知で製鉄資機材販売・鋼板加工販売

創
業
者
の
中
田
梅
次
郎
氏
㊤
、
創
業
当
初
の
社
屋

（
商
社
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）

日
鉄
と
需
要
家
要
望
つ
な
ぐ

日
本
製
鉄
グ
リ
ー
ン
鋼
材
使
用

梱
包
用
帯
鉄
の
販
売
開
始

三和実業の脱炭素取り組み

意
匠
性
め
っ
き
板
拡
販

中
田
貴
之
社
長

Ｈ
Ｄ
化
は
総
合
力
を
よ
り

強
く
す
る
第
一
歩
と
語
る

英
幸
会
長
㊨
と
貴
之
社
長


